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平成14年 10月 28日 
 

各   位 
 

会 社 名  小田急不動産株式会社 
代表者名  取締役社長 遠山  一德  
（コード番号  8832 東証・大証第 1 部）  

問合せ先   経理部長  市川 文男 
（ＴＥＬ ０３－３３７０－１１１０）  

当社の親会社  小田急電鉄株式会社 
代表者名  取締役社長 北中   誠 
（コード番号   9007 東証第 1 部） 

 
 

中間業績予想の修正に関するお知らせ 
 

 最近の業績の動向等を踏まえ、平成14年5月21日の決算発表時に公表した平成15年3月期中間期（平成
14年4月1日～平成14年9月30日）の業績予想を下記のとおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 

１．平成15年 3月期中間業績予想数値の修正（平成14 年 4 月 1日～平成14年 9 月 30日） 
（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益 
前 回 発 表 予 想(A) 
（平成14年 5月 21日発表） 

１５,１００ ４００ ２００ 

今 回 修 正 予 想(B) １２,４８０ ３６０ ３６０ 

増 減 額(B-A) △２,６２０ △４０ １６０ 

増 減 率(％) △１７.４ △１０.０      ８０.０ 

前期（平成 14 年 3 月期中間期）実績 １３,６４３ ６１３ ２８０ 

 
２．平成15年 3月期中間連結業績予想数値の修正（平成14 年 4月１日～平成14 年 9 月 30日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 中 間 純 利 益 
前 回 発 表 予 想(A) 
（平成14年 5月 21日発表） 

１６,０００ ３００ １５０ 

今 回 修 正 予 想(B) １４,０００ ２１０ ３１０ 

増 減 額(B-A) △２,０００ △９０ １６０ 

増 減 率(％) △１２.５ △３０.０      １０６.７ 

前期（平成 14 年 3 月期中間期）実績    １５,４４２       ５０５       ２２６ 
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３．修正の理由 

 昨今の景気低迷の影響により、不動産販売業において、郊外型物件の販売開始から終了するまでが
長期化し、中間期の計上見込分が下期へずれ込んだことなどから、売上高は前回予想を下回る見込み
となりましたが、全事業でコスト削減に努めたこと等により、経常利益は落ち込みを最小限に抑える
ことができました。中間純利益については、有価証券の売却等による特別利益の計上によって、好転
する見込みであります。 

 一方、中間期における連結業績修正は、連結財務諸表提出会社（当社）の平成 15 年 3 月期の中間
業績予想の修正に伴うものであります。 
なお、通期業績予想につきましては、中間決算発表時(11月 20日)に発表いたします。 
 

以 上 


